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神埼警察署協議会開催結果の概要 

 

                                              　  　　　令和６年３月14日

会　　議 　令和５年度　第３回　神埼警察署協議会

開催日時   令和６年２月21日（水）　10：30　～　11：50　　

開催場所 　神埼警察署　会議室

  　 〇公安委員会：奥田委員長

                                                  （１人）

  ○協 議 会：吉富会長、馬郡副会長、江頭委員

  出 席 者 　　　　　　　田中委員、松木委員

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５人）

 ○警 察 署：前川署長、瀬戸副署長、池上警務課長、

 　　　　　　　江口生活安全課長、岡本地域課長、

 　　　　　　　福田刑事課長、鷲崎交通課長、警備係長

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    計　14人

議　　　事　　　概　　　要

１　開会 

２　会長挨拶 

令和５年度第３回目の神埼警察署協議会を開催するに当たり、一言御挨拶

 を申し上げます。

　　はじめに、本日は奥田公安委員長に御臨席をいただき、感謝を申し上げま

 す。

　　委員の皆様には、御多用の中、警察署協議会に御出席いただき、本当にあ

 　りがとうございます。

　　また、神埼警察署の皆様には、地域の安全・安心のため、警察活動を推進

 　され、活躍されておられることに対し、感謝申し上げます。

　　前回の協議会では、署長から「ニセ電話詐欺被害防止対策について」とい

　う諮問をいただき、協議しましたが、現在実施されている施策を継続して行

　っていただくことはもちろん、斬新なアイデアも積極的に取り入れて、地域

 　住民の記憶に残る効果的な取組をお願いします。

　　協議会委員の皆さんには、日常生活の中で感じていることなどを積極的に

　意見し、神埼警察署の活動により良い方策が導き出されるよう、御協力をよ

 　ろしくお願いします。

３　署長挨拶 

令和５年度第３回神埼警察署協議会の開催に当たり、御挨拶を申し上げま
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 す。

　今回の協議会では、前回諮問いたしました「ニセ電話詐欺被害防止対策」

　について答申していただきますが、ニセ電話詐欺被害防止対策は、県警察全

　体にとって重要な課題となっている施策であり、当署の取組が県警察のモデ

 　ルケースとなるよう、各種施策に反映させる所存であります。

　　本年も、皆様から賜った貴重な御意見を糧として、署員一丸となって業務

　に邁進する所存でおりますので、今後とも御協力のほどよろしくお願いしま

 　す。

４  協議 

  (1)  業務説明

 　　ア　警務課長～各種相談業務、庁舎見学、犯罪被害者支援等

     イ　生活安全課長～犯罪発生状況、犯罪抑止活動の推進状況等

     ウ　地域課長～事案受理状況、地域課員の活動状況等

     エ  刑事課長～刑法犯の認知・検挙状況等

 　　オ　交通課長～交通事故の発生状況等

     カ　警備課長～テロ対策の実施状況等

  (2)  質疑応答

      委員：刑法犯の認知件数が、増えてきているとあったが窃盗犯には分類

 　　　　　　があるのか。

　　　警察：手口というのがあり、大きく分類すると、住宅対象の侵入窃盗、

 　　　　　　自転車等の乗り物盗、万引き、車上狙い等の非侵入窃盗がある。

 　　　　　　またそれから細かくわかれる。

　　　委員：高齢者宅を訪問しているので、夜の戸締りなど広報したいと思う。

 委員：少年の犯罪も認知件数に入ってくるのか。

       警察：成人と少年の区別なく、刑法犯であれば認知件数に入る。

      警察：前回の協議会で意見された、市役所前のカーブミラー設置の件に

 　　　　　　ついては、要望があることを市役所に申し入れている。

　　　委員：市役所の駐車場で夜中も関係なくスケボーをする少年がいるが、

 　　　　　　スケボーの音が大きく響き、迷惑している。

             また、お菓子の袋などのゴミが散らかっていることもある。

      警察：門前広場や市役所でのスケボーの騒音苦情の通報が多数有り、こ

の件について、市長に直接申し入れをしている。音がでないよう

に、ゴムを敷く方法のほか、スケボーが練習できる施設を作れな

いかなど申し入れしたところ、市長自ら、「練習場があってしか

 るべきということで前向きに考えている」と言われている。

５  答申 

第２回協議会において諮問を受けた「ニセ電話詐欺被害防止対策」につい

 て会長から、

神埼警察署管内はもとより、県内全域ではニセ電話詐欺の被害件数、被害

額ともに昨年を大きく上回って、過去10年で最悪を更新しており、深刻な状

 況であることは十分に理解できた。

 そして、神埼警察署では、相次ぐニセ電話詐欺に対して、

       〇　年金支給日や各種イベントでの防犯広報、講和
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       〇　金融機関やコンビニと連携した水際対策

       〇　巡回連絡等を通じた高齢者に対する防犯指導

 等様々なアイデアを駆使して活動していることも理解できた。

これらを踏まえて協議した結果、当協議会としては、警察で現在行ってい

る３項目については随時検証を行いつつ、関係機関・団体と連携を強化する

とともに、斬新なアイディアも積極的に取り入れるなど、地域住民の記憶に

 残る効果的な取り組みを推進していただくようお願いする。

   など答申を受けた。

６  その他 

 　　次回開催は、令和６年６月末頃を予定

７　公安委員長講評 

     皆様は、公安委員会が委嘱してお願いしているところでございます。

    本日の会議の様子をうかがって、心強く思いました。今後もよろしくお願

 いします。

質疑応答にて、スケボーによる騒音に困っているとありました。確かに、

スケボーはかなりうるさいけれども、今では、オリンピックの競技になって

 いるところでもあります。

署長から、市長に練習場を作ってくれと申し入れしていると聞きました。

スケボーをする子供は、練習する場所がなかなか無くて、もし、神埼に練習

場ができたら、九州全域から集ってくるような、共存できるような場所がで

 きたらいいなと思います。

また、１１０番通報は人生において１回するかどうかという話もありまし

 た。

協議会委員の皆様におかれましては、警察は、市民、町民のために業務し

てくれているという事を肌感覚で伝えていただき、私の理想としては、警察

が「おらが町を守ってくれるヒーロー」のように雰囲気で市民、町民に迎え

 られるようお力添えをいただけたらと思います。

８  閉会


